5歳児のやりとりにおける語用能力について by 勝浦 美和 & 松岡 こずえ
Ⅰ 問題の所在と目的
幼児は，幼稚園において保育者や友達，地域の人々
など，様々な他者とかかわりながら生活している。
幼稚園教育要領解説でも述べられている通り，幼児
は他者と触れ合う中で「自分の感情や意志を表現し
ながら，自分の存在感や他の人々と共に活動する楽
しさを味わい，ときには幼児同士の自己主張のぶつ
かり合いによる葛藤などを通して互いに理解し合う
体験を重ねながらかかわりを深め，共感や思いやり
をもつようになる。」1）と考えられる。実際に幼児
同士のかかわりを見ていると，他児の遊びに仲間入
りする時や遊びを進めていく中で，感情や意志を自
分なりの態度や言葉で表現しようとする姿がよく見
られる。年齢が進むにつれ，言葉でのやりとりが主
になり，会話を中心に交渉が行われるようになる
が，語彙の用い方や発話のタイミング，相手との関
係性により，活動や遊びが発展する場合と，いざこ
ざになって中断する場合があるように思われる。
小松（2015）は，会話について「言語の発達以外
に自己・他者理解など様々な能力によって支えられ
ており，その場で即興的に進める相互作用としての
一面をもつ中，互いの言葉遣いや表情などを読み取
りながらやりとりを進めていく」2）と述べている。
また，松井（2015）は，会話の中で「相手の表情や
声の調子，ジェスチャーなどから手がかりを得て，
聞き手は話し手の言いたいことを推測することが容
易になる。」そして，「聞き手がこれらの手がかりを
総合して，推論的に話し手の言わんとすることを理
解するために必要な能力を語用能力と呼ぶ」3）とし
ている。つまり，活動や遊びを中断することなく自
分の思いを伝え合いながら発展させていくために
は，幼児が他者との即興的なやりとりの中で相手の
表情を読み取り，言いたいことを推測しながら，語
彙や表情を選択し，自分の感情や意志をわかりやす
く伝えていく能力が必要であると言える。松井
（2015）は，語用能力を支える心理基盤の候補とし
て「心の理論」4）を挙げている。「心の理論は一般
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的に直接見聞きできる相手の表情や行動を手掛かり
として，背景にある他者の心の動き（感情，願望，
信念など）について推論するシステム」5）のことを
指し，幼児期に急速に発達すると言われている。5
歳児は心の理論を獲得していると考えられるが，幼
児期の獲得語彙数には個人差がある上，自分の思い
を適切な言葉で表現する力や話し手の言いたいこと
を推論する力が十分に備わっているとは言い難い。
そのため，幼児はいざこざや成功体験を繰り返しな
がら，他者との交渉を繰り返し，会話で必要とされ
る語用能力を培っていくと思われる。
本研究では，遊びや生活場面の中で，幼児がどの
ようなやりとりを行っているのかに着目し，事例記
録から幼児期に培われる語用能力について検討す
る。やりとりとは，言葉によるコミュニケーション
だけでなく，視線や動作なども含めて指す。また，
本研究での語用能力とは，松井（2015）の述べた「聞
き手が相手の表情や声の調子，ジェスチャーなどの
手がかりを総合して，推論的に話し手の言わんとす
ることを理解するために必要な能力」6）及び，やり
とりを行う際には必須となる「他者との会話を開
始，持続するために語彙や表情を選択し，自分の感
情や意志をわかりやすく伝えていく能力」を指すこ
ととする。
Ⅱ 方法
対象児：幼稚園5歳児24名（男児12名 女児12名）
対象児については，保護者に口頭で研究の
主旨と個人が特定されないように配慮する
ことを説明し，承諾を得た。
方 法：月2回（5月～3月）決まった曜日の午前
中3時間程度，筆者が保育に参加して事例
記録をとった。その他，日常の保育で幼児
のやりとりに関する場面が見られた時は，
担任保育者が随時会話内容を記述し，筆者
が事例（42事例）にまとめた。そこから，
特に語用能力に関係すると思われる事例を
抽出し，解釈的分析を加えた。事例・解釈
的分析については筆者と保育者で検討を重
ね，修正を行った。事例内の名前は全て仮
名とし，筆者を観察者，担任保育者を保育
者と記述する。
Ⅲ 結果と考察
1 それまでの関係性から
事例（1） 5月下旬
テツは「砂場で遊ぼう」とジュンタを誘う。2
人で一緒に砂場まで走ったが，砂場に着くとすぐ
にいざこざになった。
ジュンタが持ってきたフライパンにテツが手を
伸ばすと「やめて。とらんとって」とジュンタが
言い，フライパンを引っ張った。テツは特に反論
もせず黙って手を引っ込めたが，ジュンタは納得
がいかない様子でテツを睨んでいる。テツはその
まま，近くに座って遊び始めた。ジュンタは，「水
を汲んで来よう」と水場に行こうとしたが，観察
者に向かって「これ見とってな（誰にも盗られな
いようにの意）」と言う。しかし観察者の返事を
待たず「テツくんに盗られたらあかんけん，持っ
ていこう」とテツに聞こえるように言い，フライ
パンを持っていった。テツはその様子をじっと見
ていたが独り言のように「盗ったりせんよ」とつ
ぶやき再び遊び始めた。
ジュンタはテツの意図が何であるか分からない
まま，「フライパンに手を伸ばす」という行為を
「自分の使っているフライパンを奪われる」とい
うように解釈し，その行為に対して「やめて。と
らんとって」と返事をしたと思われる。また，テ
ツ自身もジュンタの言葉に強くは反論せず，独り
言で「盗ったりせんよ」と返した。
事例（2） 6月中旬
ジュンタがフライパンで砂を炒めるような動作
をしている。「はい」と，テツがそのフライパン
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に砂を足そうとすると，ジュンタが「やめて」と
怒った。テツはじっと動きをとめる。そこにコト
ハが来てジュンタのフライパンに濡れた砂を入れ
るとジュンタは素直に「ありがとう」と受け取っ
た。それを見たテツは「べちょべちょならいい
ん？」とジュンタに聞く。「うん。べちょべちょ
ならいいよ」とジュンタ。テツは「そうか。べち
ょべちょならいいのか」と濡れた泥が混ざった砂
を優しくフライパンに入れた。
ジュンタはテツのしようとしたことに対して，な
ぜそのようにしたかを聞く前に怒っている。テツは
前回と同じく，ジュンタが怒っていることに気付く
と反論せず動きをとめていた。動きをとめるという
行為から，「ジュンタの思いを知りたい」というテ
ツの気持ちが窺える。一方，コトハが何も言わず濡
れた砂を入れたことに対してジュンタは怒らず「あ
りがとう」とお礼の言葉を言い，コトハの行動を受
け止めている。その行為の直前にコトハと一緒に遊
んでいる様子はなかったので「濡れた砂だったらよ
い」という約束はしていなかったと思われる。また，
ジュンタとコトハのやりとりを見たテツはジュンタ
に「べちょべちょならいいん？」と聞いている。こ
れはテツが，ジュンタとコトハのやりとりと，自分
とのやりとりとの相違点を探し，どうすれば相手に
受け入れてもらえるのかについて考えているからで
はないか？「そうか。べちょべちょならいいのか」
というテツの言葉から，相手に思いを聞き，合わせ
ることによって，自分の気持ちを表現しようとして
いることが窺える。
事例（1）（2）では，何の言葉かけもなく，や
りとりを始めたテツとコトハへのジュンタの言葉の
返し方に相違点が見られる。テツやコトハとジュン
タの関係性を保育者に聞くと，日頃の様子から考え
るとジュンタにとってテツはよく遊びに誘ってくれ
るが，いざこざの多い相手であり，コトハは常に優
しく接してくれる相手であるとのことであった。こ
れらのことから，ジュンタが，その場の相手の雰囲
気や言葉だけでなく，それまでの関係性をやりとり
を行う際の判断材料にしていることが推察される。
2 自分の感情や意志をわかりやすく伝えていくた
めに適した言葉を選択する
事例（3） 9月上旬
お泊り保育の思い出をかくために少人数ずつ
で活動していた時のこと。ジュンタが椅子に座
って絵をかいているとテツが来て，小さな声で
「昨日のこと許さんけんな」と言った。ジュン
タの横にいた保育者が「何のお話？」と尋ねる
と「昨日，一緒に外で遊んでいたのに何も言わ
んとやめておらんようになったんよ」と話す。
ジュンタが「だって，お部屋に帰りたかったん
やもん」と言うと，テツは「それやったら，今
度から一緒に遊ばんけん」と言い，ジュンタを
睨んだ。保育者がテツに「ジュンタくんがいな
くなったってわかった時になぜお話せんかった
ん？」「昨日の話なのに，なんで今言うのか
な？」と聞くとテツは「遊ばんって言いたかっ
た」とのことだった。ジュンタは黙っている。
保育者が「ジュンタくんがいなくなって嫌な気
持ちがしたってことは，まだ一緒に遊びたかっ
たってことなんじゃない？」と言うと「うん」
と頷くテツ。「それだったら『遊ばん』って言
うより，これから仲良く遊べる方法を考えたら
どうかと思うけれど，どう？」との保育者の言
葉にテツは「ほうやなあ……じゃあ，部屋に行
く時は言うてよ。勝手にやめんとってよ」とジ
ュンタに言い，ジュンタは「うん，わかった。
ごめんよ」と答えた。
会話の流れから，テツはジュンタと一緒に遊びた
い気持ちが強く，勝手にいなくなったことに対して
寂しさや怒りを感じていることが窺える。ジュンタ
にその気持ちを伝えたい思いが「昨日のこと許さん
けんな」という言葉で表されたと思われるが，ジュ
ンタや側で聞いている保育者にとっては，意味がわ
からず，テツの怒りだけが伝わる言葉かけとなっ
た。たまたま居合わせた保育者が出来事の経緯を聞
きながら双方の思いをうまく繋ぎ，テツの「ジュン
タに置いて行かれて嫌だった」という気持ちを導き
出すことができた。また，ジュンタがテツの本当の
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気持ちに気付き，「ごめんよ」と謝ることで，テツ
の気持ちがおさまったものと思われる。
事例（4） 10月中旬
テツは，年中児に向かって，自分で作った剣
を振りながら「年中の剣は弱っちいなあ」と言
う。すると，ヒロシが「それは言わんでいいん
違うん？」とテツに話した。「うん，わかった」
とテツ。「この剣は強いんぞ」と言葉を変えて
年中児とかかわっていた。
幼児が他者とやりとりをする場合，自分の知って
いる語彙の中からどの言葉を使って会話を行うか
は，それぞれ異なっている。年長児クラスではこの
頃，剣作りが流行しており，広告紙を細く固く巻い
て剣を作り，それを何本もセロハンテープで束ねて
より固い剣を作るテツの姿が頻繁に見られた。テツ
は，自分の作った剣に自信をもち，年中児が自分で
巻いたと思われる太くて柔らかそうな剣と比較して
自分の剣の素晴らしさを伝えたかったものと思われ
る。ヒロシはテツの言った「弱っちい」という言葉
のもつ年中児の剣への非難を素早く読み取り，「そ
れは言わなくてよい」とテツを諭した。それは，ヒ
ロシが剣作りをする中で，他者から言われて嫌な思
いをした言葉だったか，あるいは，ヒロシが他者に
対して用い，保育者や友達から指摘された言葉だっ
たのではないかと推察する。また，ヒロシの言葉を
「うん，わかった」と受け止め，別の言い回しを考
えたテツも，ヒロシの言わんとするところを理解し
たからこそ納得して言葉を変えたものと思われる。
事例（3）（4）から，幼児は自分の気持ちを言
葉で表す際に，聞き手にとって一番分かりやすい，
または受け入れやすい言葉を選択する能力がまだ未
熟であることが言える。そのため，自分本位な言葉
を相手にぶつけ，いざこざになったり，相手を傷つ
けてしまったりする。他者とのやりとりの中で自分
自身も嫌な思いを経験し，どのような言葉を使って
話すのが適しているかを考えながら会話をしようと
するようになると考える。また，保育者が仲介する
場面も多く，自分が言いたいことと他者が言いたい
ことを互いに理解する通訳の役割を担っていると考
えられる。
3 共感
事例（5） 11月中旬
ヒロシが，保育室の端に作ったダンボールのお
化け屋敷に観察者を誘った。「先に行ってみよう
か」とヒロシが入ったので見ていると，ジュンタ
が来て笑いながらダンボールの上部をたいこの効
果音のように叩いた。強く叩いた訳ではなかった
が，テツが来て「そんなに上を叩いたら，壊れる
やろ？」とジュンタに言った。ジュンタは叩いた
つもりではなかったようで，驚いた顔でテツ，観
察者，ヒロシを見まわした。その様子に，ジュン
タが理解していないと思ったのか，何度か同じこ
とを言うテツ。すると，ジュンタが「ごめんね。
テツくんがそう言うなら，今度から気を付ける
な」と言葉を返した。
ジュンタは，ヒロシがおばけ屋敷に入ろうとする
のを見て，効果音を付けようとダンボールの上を叩
いたようであった。テツはジュンタに関心をもって
いると思われ，その行動をよく見ている。この時も
素早く介入し，ジュンタの行動を注意した。これま
での2人のかかわりから考えると，このような場
合，ジュンタは機嫌を損ねて拗ねたり，泣いたりす
ることが多かった。保育者の記録からも，テツのジ
ュンタに対する一言からいざこざになり，その度に
遊びが中断し，仲直りをするまでに時間がかかると
いうエピソードがいくつかあった。しかし，「テツ
くんがそう言うなら」という言葉から，いざこざと
仲直りを繰り返す中で，ジュンタにテツに対する親
しみや，テツの言葉の背景にある気持ちを汲み取る
といった共感が芽生えてきていることが窺える。以
前であればジュンタが主張したであろう「自分は叩
いていないのに注意された」ということに拘らず，
「ごめんね。テツくんがそう言うなら，今度から気
を付けるな」と言葉を返したことで，いざこざにな
らず，テツも加わっておばけ屋敷遊びへと戻ること
ができたと考える。
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事例（6） 1月中旬
表現会で「かさじぞう」を行うことになり，配
役決めをしていた。何度か配役の相談を繰り返し
てきたが，ジュンタが希望している役は他に人が
集まらなかった。すると，今日になり，テツが「ジ
ュンタくんが，ずっと一人になってしまったらか
わいそうやから，ぼくも一緒になろうか？」と他
児に問いかけた。テツが仲間に入ると「じゃあ，
ぼくも」とヨシキも加わった。
保育者は，表現会を全員で作り上げたいという思
いをもち，幼児と相談しながら配役決めや練習を行
ってきた様子であった。配役の人気は地蔵に集中
し，ジュンタが希望している役柄には人が集まらな
かったが，保育者が振り分けることはせず，幼児の
自主性を尊重しながら話し合いを続けていた。テツ
の言葉から，テツがジュンタの様子を気にしながら
劇の練習をしていたことが窺える。テツは一人で演
じるジュンタの気持ちを想像し「一人になってしま
ったらかわいそう」との発言をしたのではないか。
この言葉は，場合によっては，保育者の好評価を意
識しての発言であるとも受け取れる。しかし，その
後，テツがジュンタを気遣って行動する様子から，
ジュンタを一人にしたくないという純粋な気持ちが
強かったのではないかと推察する。
事例（5）（6）から，ジュンタとテツが互いに
親しみを感じ，その関係が親密になってきているこ
とが窺える。相手の気持ちを想像し共感すること
で，納得はいかないが，信じてみようという気持ち，
また，親しみをもってかかわろうとする気持ちがう
まれ，他者を思いやる言葉を選択することができる
ようになったと考える。
4 遊びを続けたい気持ちの芽生え
事例（7） 11月下旬～12月下旬
マサトの誘いでドッジボールの仲間に入ったジ
ュンタ。それからは毎日のようにドッジボールを
していたが，ボールが自分の手に渡るとおどけて
笑いをとろうとし，なかなか投げようとしない。
次第に片付けの時間を気にしながら遊んでいる幼
児たちから「ジュンタくん早く投げてよ。時間が
なくなる」という声がよく聞かれるようになっ
た。
数日それが続くと，周りの幼児がジュンタに対
し苦情を言ったり「またジュンタくんがなかなか
投げん」とジュンタがボールを持つたびに言い合
ったりするようになった。ジュンタは反論しよう
とするが，味方になってくれる幼児もおらず途中
で部屋に戻って来ることが増えた。ジュンタが「み
んなが仲間に入れてくれんのよ」と訴えてきたた
め保育者は本児の話を聞き，どうすれば遊びを続
けることができるかを一緒に考える機会とした。
ジュンタは，それまでの他児とのかかわりの中
で，自分の思いがうまく伝わらず遊びの仲間に入れ
ないことが時々あり，入ってもいざこざになってや
めてしまう場面も見られた。マサトは日頃から誰に
でも優しく，ジュンタにもよく声をかけていたが，
ドッジボール遊びにジュンタが仲間入りできたのは
マサトの助けが大きいと考える。また，ジュンタが
ボールを持った際におどけたのは，仲間入りできた
嬉しさからであると想像できるが，そのため，周囲
の幼児が「早く投げてほしい」という思いを度々言
葉や態度で伝えていたにもかかわらず，ジュンタは
それを読み取ることができなかった。ジュンタは，
いつも優しいマサトやいざこざを繰り返しながらも
気にかけてくれるテツまでもが，助けてくれない状
況になって初めて，「みんなが仲間に入れてくれな
い」という思いを強く感じるようになったのではな
いかと思われる。保育者は，それまでの流れを把握
していたが，本児の思いをまず聞き，他児の思いを
伝えながら，どうすればよかったのかについて話し
合ったとのことであった。
事例（8） 3月初旬
数人でドッジボールをしているジュンタ。外野
に飛んできたボールを一生懸命追いかけている。
ジュンタがボールを拾ったところに違うクラスの
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関係性 適した言 葉 共 感
遊びの
継 続
○ × ○ × ○ × ○ ×
定 義 ① 2 11 5 1
定 義 ② 4 15 11 6
定義①② 1 2 1
表1 5歳児のやりとりにおける語用能力に関する分類
（42例中，1事例に複数のやりとりがある場合は，
複数の分類区分に属している。）
ケンが来てもみ合いになった。ジュンタは「ぼく
が先にとった」と繰り返し言っていたが，ケンも
「ぼくのボールやし」と主張して譲らず，ボール
をとって投げた。ジュンタは「ぼくが先にとった
のに」と独り言のように何回もつぶやいていた
が，そのままドッジボールを続け，次のボールが
来るとケンを意識しながらも走ってとりに行って
いた。
ジュンタが「ぼくが先にとった」という気持ちを
もちながらも，ケンに対して強く主張せず遊びを続
けたのは，事例（7）の経験から，いざこざになる
と遊びが中断して面白くないということがわかった
からではないだろうかと推察する。「ぼくが先にと
ったのに」と何回もつぶやくジュンタの姿は，言葉
にして言うことで，自分の気持ちに折り合いをつけ
ようとしているように見えた。保育者の話では，普
段，ジュンタとケンのかかわりはほとんどなく，ケ
ンとの日頃の関係性が，ジュンタがケンにボールを
譲ったことに影響を与えているとは考えにくい。ま
た，これまでのジュンタは，どんな場面であっても
自分の思いを優先するため，他児といざこざになる
ことが多かったとのことであった。
事例（7）（8）から，いざこざを通して，ジュ
ンタに遊びを続けたいという気持ちが芽生えてきた
ことが窺える。事例（8）は，ジュンタが事例（7）
での体験から，いざこざになると遊びを中断しなく
てはならないということを実感し，自分の主張より
も，遊びの継続を選択した姿であると考える。
Ⅳ 研究のまとめと今後の課題
本研究では，遊びや生活場面の中で，幼児がどの
ようなやりとりを行っているのかに着目し，その様
子から幼児期に培われる語用能力について検討し
た。本研究での語用能力を
定義①：聞き手が相手の表情や声の調子，ジェスチ
ャーなどの手がかりを総合して，推論的に
話し手の言わんとすることを理解するため
に必要な能力7）
定義②：他者との会話を開始，持続するために語彙
や表情を選択し，自分の感情や意志をわか
りやすく伝えていく能力
とし，研究のまとめについて述べる。
また，研究期間中に記録したすべての事例（42事
例）を定義①，②，①②と事例から見えてきた4つ
の事柄を照らし合わせながら分類し，表にまとめ
た。その内，○はやりとりが成功したもの，×はい
ざこざになったものを指すこととする。なお，1事
例に複数のやりとりがある場合は，複数の分類区分
に属している。
○「それまでの関係性」に関連するもの…… 関係
性
○「自分の感情や意志をわかりやすく伝えていくた
めに適した言葉を選択する」ことに関連するも
の…… 適した言葉
○「共感」することに関連するもの…… 共感
○「遊びを続けたい気持ちの芽生え」に関連するも
の…… 遊びの継続
この表より，それまでの幼児同士の関係性が定義
①にも，定義②にも関係していることが示唆され
る。これは，幼児がそれまでの関係から相手にもっ
ているイメージが，幼児同士のやりとりを成功させ
るか，いざこざになるかに影響を与えていると言え
る。
次に，「自分の感情や意志をわかりやすく伝えて
いくために適した言葉を選択する」ことに関して
は，定義②の発語に関連しているが，事例では，自
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分の思いをうまく言葉にして相手に伝えることがで
きる，または伝えようとしている場面が多く見られ
た。適した言葉が使えなかった場合も，友達や保育
者の助言により，自分の気持ちや相手の気持ちに適
した言葉を選択しようとする姿があった。
共感について述べると，定義①②の両方におい
て，幼児が親しみを感じながら他者に共感し，言い
たいことを推論したり，発語したりしている場合
は，やりとりを成功させることができていた。また，
共感しながらの推論や発語は，事例記録の後半にな
るにつれて多くなっていた。それは，幼児同士が様々
なかかわりを通して，他者に親しみをもち，共感で
きる仲間関係が構築されていったからではないかと
推察する。
遊びを続けたい気持ちの芽生えについても，後半
の事例に見られたことから，幼児同士の関係性が，
日々のかかわりを通して自分本位の遊び方から，友
達と一緒に遊ぶことを楽しいと感じる遊び方に変化
していると言える。
1 定義①に関係するもの
事例（1）（2）では，ジュンタのテツ，コトハ
からの働きかけに対する対応が全く異なっていた。
「いざこざの多い相手である」というイメージがあ
るテツからのかかわりは否定的に受け止め，「常に
優しく接してくれる相手である」というイメージが
あるコトハからのかかわりは肯定的に受け止めてい
た。幼児は，日頃の遊びや生活の中で，いざこざが
起こった場合，以前に言われた言葉やされたことを
持ち出して他者を批判することがよくある。今回記
録した事例の中にも，「～くんは，前に～したから，
また～するかもしれない。だから仲間に入れないで
おこう」というようなエピソードが見られた。表1
からも分かるように，それまでの関係性がやりとり
に関係しているものは13事例あった。幼児は，話し
手の表情や声の調子，ジェスチャーなどの雰囲気や
発した言葉だけでなく，それまでの関係性の中で得
られた相手へのイメージを判断材料にして，話し手
の言わんとすることを理解しようとしていると言え
る。また，最初はマイナスイメージをもち，やりと
りがうまくいかなかった相手とも，かかわりを深め
る中で共感する気持ちが芽生えると，相手の思いを
受け入れたり，相手の立場を考えながら発語しよう
としたりする姿が多く見られるようになった。
2 定義②に関係するもの
事例（3）では，テツが自分の気持ちを感情的に
ジュンタにぶつける姿が見られた。定義②の発語に
関しては，自分の考えたことを他者に知らせようと
する時，または，他者がしたことを認めようとする
時など，ポジティブな感情面を表す時は，自分の感
情や意志をわかりやすく伝えていくために適した言
葉が選択できていた（表1）。しかし，事例（3）
のように，自分の嫌な気持ちを他者に伝えようとす
る際には，どのような言い方をすれば理解してもら
えるかということについて考えが及んでいない様子
であった。自分の感情をそのまま他者にぶつけた
り，拗ねて全く別の言葉を選んだりしてしまったた
め，いさこざになった事例は11あったが，その事例
すべてに，保育者の介入やいざこざを仲裁するため
に助言しようとする他児の姿があった。
事例（4）では，自分の剣の素晴らしさを他者に
伝えたいあまり，年中児の剣を否定する言葉を選択
したテツであったが，ヒロシの「それは言わなくて
よい」との言葉をすぐに受け入れている。それは，
親しみを感じているテツからの言葉であったためと
考えるが，幼児同士ではこのように互いの言葉を指
摘し合う場面がよく見られる。幼児は，生活や遊び
の様々な場面において，親しい友達の言葉を意識
し，いざこざにならずに自分の気持ちを伝えること
ができる「適した言葉」を選択するためのやりとり
を日々繰り返していると考える。
つまり，幼児は，語彙や表情を選択し，自分の感
情や意志をわかりやすく伝えていく能力は未熟であ
るが，保育者や友達との関係性の中で，互いに適し
た言葉を選択するやりとりを繰り返しながら，発語
に関する語用能力を培っていくものであると考え
る。
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3 定義①②に関係するもの
定義①②に関係するものとして，「共感」するこ
とに関連するものと，「遊びを続けたい気持ちの芽
生え」に関連するものが挙げられる（表1）。
事例（5）では，ジュンタが，テツの優しいとは
言い難い言葉を受け入れる姿が見られる。ジュンタ
とテツはいざこざを繰り返していたが，記録した事
例の中には，ジュンタが困った時にテツが助けよう
とした事例も見られた。事例に記されている以外の
保育者からの聞き取りでも，ジュンタに向けられた
テツの優しさについての話が多く，日々の生活の中
でジュンタとテツの間に親しみの感情が生まれてき
たことが分かる。
表1「共感」の項目では定義①②にかかわらず，
すべてのやりとりが成功している。いくつかの事例
を見ると，親しみをもち，共感しようとしている相
手の発語に対しては，聞き手側に相手の思いを汲み
取ろうとする姿勢が見られ，少々発語が適した言葉
でなされていなくても，聞き手が相手を受け入れて
やりとりが成立する場面が多く見られた。これは，
「関係性」にも関連するが，幼児は，やりとりを行
う際，言葉そのものよりも，誰が言ったかで内容を
判断している部分が大きいと言える。発語に関して
も同様で，相手に親しみを感じていると，相手に共
感し，喜ぶ言葉を選択しようとするためか，いざこ
ざにはならなかった。
共感について佐伯（2007）は次のように述べてい
る。「自分にはすてきとは思えないけどそう思いた
い，そういうものの良さをわかりたい，と思うとこ
ろから，その人が良いといっているのはどういうと
ころなのだろうということを探究して理解しようと
する。そこにいたる経緯やそこでの状況をしっかり
把握して，その場にわが身をおいて，なんとかして，
そこでの良さを心底納得しようとする，それが共感
である。」また，共感に必要なのは「相手の意図や
目的，相手の置かれている制約条件などを理解し
て，その人の思いを共にしようとすること」7）であ
ると述べている。これらは「心の理論」8）にも関連
すると思われるが，幼児が他者に親しみをもち，共
感しようとすることで，相手の思いを想像したり，
相手の立ち場になって考えようとしたりすることが
できるようになるのではないかと考える。このこと
から，幼児期の語用能力は，幼児が他者に共感し，
どれだけ相手の立場になって考えることができるか
に左右されると言える。
「遊びを続けたい気持ちの芽生え」に関連するも
のでは，事例（7）（8）が挙げられる。幼稚園教
育要領解説にも幼児期における教育は「環境を通し
て行うものであることを基本とする」9）と明記され
ているが，幼児は日々の生活の中で様々な人やもの
とのかかわりを通して，知識や技能，感情を自分の
ものにしている。事例（7）では，ジュンタは「自
分の思いがうまく伝えられない」「相手の思いがわ
からない」ことから，遊びが中断してしまうことの
つまらなさを経験した。その実体験が，ジュンタに
遊びを続けたい気持ちを芽生えさせ，それが場に応
じた適切な言葉の選択や，相手の思いを受け入れる
ことにつながったのではないかと考える。事例（8）
では，遊びの継続を優先し，自分の思いを強く主張
するのではなく，相手から言われた嫌な言葉を受け
流し，折り合いをつけようとするジュンタの姿が見
られる。この相手からの言葉を受け流し，折り合い
をつけるという行為も，幼児が他者とやりとりを行
う際には必要な語用能力ではないかと考える。
本研究では，5歳児のやりとりを中心に，幼児期
の語用能力について検討した。その中で，他者への
親しみから生まれる共感が「心の理論」10）でも言わ
れる通り，他者の思いを想像することにつながり，
幼児同士のやりとりを潤滑にしていることが考えら
れる。また，他者の言葉を受け流して折り合いをつ
けることも語用能力の獲得においては必要であるこ
とが示唆された。しかし，事例記録を行う中で，各
幼児の一年間の育ちは大きいものの，同一場面での
言葉の選択や意味の受け取りに個人差があることは
無視できない。今後は，幼児の自尊感情と語用能力
の関連性についても考えていく必要がある。
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抄 録
本研究では，遊びや生活場面の中での幼児同士のやりとりから，幼児期に培われる語用能力につ
いて検討した。語用能力とは，聞き手が話し手の表情や声の調子，ジェスチャーなどから，言いた
いことを推察するために必要な能力及び，他者との会話を開始，持続するために語彙や表情を選択
し，自分の感情や意志をわかりやすく伝えていく能力を指す。
5歳児を対象とした事例記録から，以下4点のことが示唆された。
1．それまでの関係性から相手に対するイメージが幼児同士のやりとりに影響を与えている，
2．幼児は自分の感情や意志をわかりやすく伝えるために適した言葉を選択するために保育者や
友達の介入を受けながらやりとりを繰り返している，
3．幼児が他者に共感しながら，言いたいことを推論したり，発語したりしている時は，やりと
りが成功する場合が多い，
4．幼児が遊びの継続のために，他者の言葉を受け流し，折り合いをつけて自分の言葉や行動を
調整したりする姿が見られる，である。
キーワード：やりとり，語用能力，共感
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